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　 1 ．は じ め に

　 本 報 告 で は 、わ が 国 に お け る 戦 前 （大 正 時

代 か ら 、第 2 次 大 戦 の 前 後 を 通 し て ） の 教 育

社 会 学 者 で あ る 田 制 佐 重 （た せ い す け し げ ）

を 取 り 上 げ る 。 わ が 国 の 教 育 社 会 学 は 、 戦 後

ス タ ー ト し た 学 問 分 野 と し て 、

一
般 に 認 知 さ

れ て い る 。そ し て 、実 際 、日 本 の 教 育 社 会 学

史 が 論 ぜ ら れ る 際 に は 、戦 前 に ま で 言 及 す る

も の は 決 し て 多 く な い 。

　 柴野 （1986，1990 ）は 教 育 社 会 学 は 戦 後 出 発

し た 後 発 の 学 問 で は な い 、と 主 張 す る 。 柴 野

（1986 ） は わ が 国 の 教 育 社 会 学 の 厖 史 を f 明

治 30年 代 か ら 末 期 ま で の 揺 籃 期 、 そ れ 以 降 大

正 初 期 か ら 第 2 次 大 戦 ま で の 助 走 期 、戦 後 め

発 展 期 に 大 き く 3 分 す る こ と が で き る 」 と し

、こ の 「助 走 期 に お け る 教 育 の 社 会 学 的研 究

は 、す ぐ れ た 理 論 志 向性 を も ち 、か な り 豊 か

な 個 別 的 主 題 へ の ア プ ロ ーチ を 示 し て い た 」

と 高 く 評 価 し っ つ 、　「 こ れ ら の 遺 産 が そ の 後

の 研 究 に ほ と ん ど 引 き継 が れ る こ と 」 が な か

っ た と 、助 走 期 と 戦 後 の 発 展 期 と の 「断絶 」

を 惜 し む 。教 育 社 会 学 史 研 究 に お い て 、戦 前

の 業績 を 正 当 に 評 価 す る 作 業 は 必 要 で あ り 、

主 と し て こ の 助 走 期 に 活 躍 し た 田 制 佐 重 を 取

り 上 げ る 本 報 告 は 、学 史 研 究 の ひ と つ の 発 掘

作 業 で あ る と 考 え る 。

　 2 ．田 制 に 関 す る 先 行 研 究 の 評 価

　 田 制 は 、　 「 主 と し て ア メ リ カ 教 育 社 会 学 を

摂 取 し、多 く の 紹 介 を 試 み た 亅　（清 水 ，1956 ：

193 ） と あ る よ う に 、一般 に ア メ リ カ の 教 育

社 会 学 の 紹 介 者 と し て 位 置 づ け られ て い る 。

ま た 、わ が 国 で 「は じ め て 社 会 学 的 方 法 に よ

る 教 育 研 究 の 基 礎 的 方 向 づ け を設 定 し 亅 、　 「

『
学 校 を r 社 会 的 必 要 に 依 っ て 現 わ れ た る

一
個

の 社 会 的 設 嘗 social 　 institutionl で あ る と

考 え 、学 校 の 主 要 な 社 会 的 機 能 は 、文 化 伝 逮

と 個 人 の 杜会 化 に あ る と して 、 学 校 組 織 を 中

心 に す え て 教 育 と 社 会 と の 関 係 を体 系 的 に 述

べ た 」　（柴 野 ，1990 ） と い う 記 述 に あ る よ う

に 、体 系 だ っ た 教 育 社 会 学 の 著 作 を 執 箪 し て

い る と い う 点 で 、学 史 上 、注 目 さ れ る べ き で

あ ろ う 。

　 し か し 、田 制 が ど の よ う な 経 緯 で 教 育 社 会

学 を 研 究 す る よ う に な っ た の か は 不 明 で あ り

、 そ も そ も 、ど の よ う な 経 歴 の 人 物 で あ る の

か も 、福 永 （1986） の 研 究 を 除 く と 明 ら か に

さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。 そ こ で 、本 報

告 で は 、ま ず 、田 制 佐 重 の 研 究 史 や 生 活 史 を

出 来 う る か ぎ り 明 ら か に す る こ と を 目 指 す 。

　 3 ．田 制 佐 重 の 研 究 史 ・生 活 史

　 3−1．田 制 の 略 年 譜

　 田 制 は 1886 （明 治 19） 年 11月 25 日 、lll形 県

西 置賜 郡 添 川村 大 字 松 原 に 生 ま れ る 。

・1903 （明 治 36） 年 3 月 、 山形 県 立 米 沢 中学

校 を卒 業 。
・1907 （明 治 40 ） 7 月 、早 稲 田 大 学 文 学 部文

学 科 を 卒 業 。

・同 年 12月 に 新 潟 県 立 高 田 中 学 校 教 諭 に 着 任

・高 田 中教 諭 時 代 に 、高 田 の 呉 服 屋 の 娘 、関

沢 つ る と 結 婚 。
・1913 （大 正 2 ） 年 3 月 に 退 職 し て 一1；．京 す る

・上 京 後 は 、 早 稲 田 大 学 の 恩 師 の つ て で 、主

と し て 大 日 本 文 明 協 会 で 、翻 訳 の 仕 事 に 就 く

・住 居 を 豊 島 区 西巣 鴨 に 構 え る 。

・1914 （大 正 3 ） 年 、 初 め て の 訳
’
書 が 繊 版

・翌 年 秋 よ り大 日 本 文 明 協 会 編 集 部 員 。
・関 東 大 震 災 前 後 よ り 、　r 新 訳 世 界 教育 名 著

叢 書 i　 （文 教 書・院 ） の 編 集 に 携 わ る 。以 後 、

翻 訳 ・評 論 ・著 書 を 多 数 出 版 し て い る 。
・戦 災 に 遭 い 、早 稲 田 大 学 学 生 寮 （東京 都 保

谷 市 ） に 寄 宿 。
・
戦 後 、 1946 （昭 和 21） 年 5 月 、早 稲 田 大 学

文 学 部 講 師 就 任 。

・同 年 12月 13日 、教 員 適 格 審 査 済 。
・1948 （昭 和 23） 年 、目 黒 区 五 本木 に 転 居 。
・1949 （昭 和 24） 年 4 月 よ り 、引 き 続 き 、新

制 の 早 稲 田 大 学 第 一文 学 部 、教 育 学 部 に お い

て も講 師 と し て 教 育 社 会 学 を 講 ず る 。

・同 年 、新 し く 発 足 し た 日 本 教 育 社 会 学 会 の

評 議 員 に 就 任

・1954 （昭 和 29） 年 IO月 30 日 自 宅 に て 脳 溢 lf［1
で 倒 れ 、死 去 。同 日 付 、早 稲 田 大 学 講 師 死 亡

解 託 。 11月 1 日 、目 黒 の 目 宅 で 告 別 式 。墓 所

は 東 京 小 平 霊 園 。
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　 以 上 の よ う に 、田 制 は 戦 前 に お い て 、在 野

の 研 究 者 で あ っ た 。 戦 後 に な っ て 早 稲 田 大 学

で 教 鞭 を と る が 非 常 勤 講 師 で あ り 、大 学人 と

し て の キ ャ リ ア の ウ ェ イ ト は 少 な か っ た 。 こ

の こ と が 、田 制 に っ い て の 研 究 が な さ れ て こ

な か っ た ひ と つ の 理 由 で あ ろ う 。

　 3−2．田 制 の 人 生 区 分

　 田 制 の 人 生 q886 〜1954年 ） を 、 大 ま か に

7 つ に わ け て 考 え る ； と が で き る 。

【1）山 形 時 代 ： 誕 生 か ら 米 沢 中 学 校 卒 業 （1903
　 年 3 月 ） ま で

’

〔2）早稲 田 時代 ： 早 稲 田 大 学文 学科 卒 業 （1gb7

　 年 7 月 ） ま で

〔3｝中 学 教 員時 代 ： 新 潟 県 立 高 田 中 学校 教 諭 （

　 1913年 3 月 ） ま で

C4）著 述 家 時 代 1 ： 上 京 直 後 か ら 大 日 本 文 明 協

　 会 で の 最 後 の 翻 訳 （且922年 ） 頃 ま で

C5｝著 述 家 時 代 li ： 戦 前 戦 中 最 後 の 執筆 （1942

　 年 ） ま で

16）空 白 時 代 ： 終 戦 前 後 、 早 稲

’
田 大 学 講 師 就 任

　 （1946 年 5 月 ） ま で

〔7）大 学 教 員 時 代 ： 講 師 就 任 か ら 死 亡 （1954 年

　 ll月 ） ま で

　 田 制 の 著 述 活 動 は 、ま ず 、大 日 本 文 明 協 会

に お い て 翻 訳 家 と し て ス タ
ー

ト し た 。大 日 本

文 明 協 会 は 、1908 年 に 早 大 総 長大 隈 重 信 の 主

唱 に よ っ て 設 立 さ れ た 民 間 在 野 に お け る 啓 蒙

的 学 術 文 化 団 体 で あ り 、大 正 デ モ ク ラ シ
ー

期

に お け る 最 大 の 出版 事 業 を な し 遂 げ た 。

　 「（4）著 述 家 時 代 1 」 の 期 間 は 、文 明 協 会 に

お い て 10冊 の 翻 訳 啓 を手 掛 け て い る が 、 す べ

て が 、教 育 社 会 学 関 連 の もの で は な い 。む し

ろ 、翻 訳作 業 の 途 中 で 、キ7V 　r 教 育 と 社 会 」

に 出 会 い 、そ の 著 書 を 通 じ て 」．デュ
ーイを 知 り 、

1918 イド1こ 1よDe 田 ocracy 　and 　Education 　（1916）

を 翻 案 し て い る 。田 制 の 教 育 （社 会 学 ） 研 究

の ス タ
ー

ト に は 、キ〃 ／テユ
ーイと の 出会 い が 重 要

な き っか け と な っ て い る 。

　 「C5）著 述 家 時 代 1 」 は 、文 明協 会 の 翻訳 の

仕 事 か ら 離 れ 、著 述 へ と ウ ェ イ トが 移 る 時 期

で あ る 。 次 に あ げ る よ う に 、 こ の 時 期 に 教 育

社 会 学 関 連 の 6 冊 の 単 著 を 執 筆 し て い る 。 ま

た 、新 訳 世 界 教 育 名 著 叢 書 の 編 築 に 携 わ る な

ど 、欧 米 の 教 育 思 潮 の 紹 介 に 従 事 し て い る 。

　 3−3．田 制 の 教 育 社 会 学 関 連 著 作

1921r 翰 近 思 潮 学 校 教 育 の 社 会 化 亅 文 教 書 院

1922r 教 育 的 社 会 学 亅 教 育 研 究 会

1928r 教 育 社 会 学 の 思 潮 」 甲 子 社 書 房

1931r 教 育 社 会 学 講 話 亅 甲 子 社 書 房

1932r 教 育 的 社 会 学 亅 甲 子 社 書 房

1937r 教 育 的 社 会 学 亅 、モ ナ ス

1952 『 教 育 社 会 学概 論 亅 文 徳 社

1976 『教 育 社 会 学 』　（三 浦 惟成 と 共 著 ） 和 広

　 　 出 版

　 さ て 、上 の 8 冊 の 著 書 の う ち 、戦 後 の 2 冊

は 、戦 前 の も の を 稿 本 と し て い る。 1976年．和

広 出版 は 、1937年 モ ナ ス と ほ ぼ 同 じ で あ り 、

1952年 文 徳社 は 1921 年 文 教 書 院 と 同 じ 記 述 が

多 々 見 ら れ る 。 若 干 の 補 足 を 除 け ば 、戦 後 著

作 は 戦 前 の 焼 直
’
し と い え る 。

　 ま た 、1921年 文 教 書 院 は ロE’IXr 社 会 的 設 営

と し て の 学 校
一

名 社 会 教 育 研 究 入 門 』 に 多 く

を依 っ て お り 、1922 年 教 育 研 究 会 は キング r 教

育 の 社 会 的 側 面 亅 及 び スミX 　r 教 育 的 社 会 学 概

論 』 を も と に 書 か れ て い る 。1931年 r講 話 ．1

及 び 1932 年 r 教 育 的 社 会 学 』 は と も に 「教 育

倫 理 講座 」 め 原 稿 を 本
「
に 編 集 し た も の で あ り

、A．グ ー
ド r 社 会 学 と 教 育 亅 を も と に 執 篆 さ

れ て い る 。1928 年 『思 潮 亅 は 24の 雑誌 論 文 の

集 成 で あ り 、体 系 立 っ て は い な い が 、田 制 の

教 育 社 会 学 の 関 心 領 域 の 広 さ が わ か る ．1937

年 モ ナ ス は 書 き 下 ろ し で あ り、　「初 め て や や

体 系 だ っ た 教 育 社 会 学 」　（序 ） を 書 い た と 述

べ て い る 。 先 行 研 究 で は あ ま り 参 照 さ れ な い

が 、193 了年 モ ナ ス が 田 制 の 教 育 社 会 学 研 究 の

到 達 点 を 示 し て い る と 考 え ら れ る 。

　 こ の よ う に 、田 制 の 教 育 社 会 学 書 に つ い て

は 、彼 の 研 究 史 の 中 に 位 置 づ け て 読 解 ・
解 釈

さ れ る 必 要 が あ る と 考 え られ る 。ま た 、教育

社 会 学 以 外 の 領 域 の 研 究 や 論 文 ま で 含 め て 、
（管 見 の か ぎ り、著 書 36冊 、翻 訳 29 冊 、論 文

・評 論 155 本 の 業績 が あ る ） 研 究 全 体 を 踏 ま

え 、田 制 の 教 育 社 会 学 を 見 て い く こ と が 必 要

で あ る と 考 え ら れ る 。
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